
この度、第二ぎんなん作業所の施設長として働かせていた

だくことになりました守尾 祐一といいます。

これまでは小学校の教員を長くしていました。

福祉に関することは未経験の部分が多いのですが、自分の

長男が発達障害の傾向があり、様々な相談機関、施設に世話

になることはよくありました。そのような関わりの中で助け

られることがすごく多かったので、自分も福祉の面で他の方

々のお役に立てたらと思い、この仕事を希望いたしました。

第二ぎんなん作業所がある新屋敷は、私が生まれ育った所

でもあり、ここで働けることにとても縁を感じています。

「地域に根差した利用者本位の作業所」という理念を常に

頭において、皆様と力を合わせながらがんばっていきたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。


